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くさしぎだより            

 

 

      

   

 

 

 

 

スマホとの付き合い方 

私の場合 その１ 

 

 

 

私自身は、ガラケーのケータイを使いはじめ

たのが 4 年前というアナログ人間です。電話の

時にテレホンカードを使っていたのですが、す

ぐになくなるようになり、思い切って、安くなっ

ていたケ-タイを始めることにしました。スマホ

に変えたのは 2年前です。ケ-タイもスマホもあ

まり好きではありません。＜スマホ中毒＞にな

ることを怖れていますし、ゲームにも関心があ

りません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、パソコンはミニコミ誌をつくっているこ

ともあって、結構早く 20 年ほど前から使ってい

ます。だから僕は、メールのやり取りもスマホで

はなくパソコンが主です。机に向かって考えな

がらキーボードを打つ作業は、スマホの小さな

画面を操作するのとは違い、ワンクッション置

く感じで、客観的になれる気がしています。 

FB（フェースブック）もパソコンを使って上

げています。FB は自分の意見に対する反応を見

ることができ面白いです。つまり私の場合、パソ

コンが主な情報機器で、スマホにはあまり依存

していないしコントロールできていると思いま

す。ところが子どもはどうかというとスマホの

使い方については、親として思い悩む日々です。 

子どもは息子が二人です。我が家では、ゲーム
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スマホ（スマートフォン）は、メールのやり取りや道の探索、調べものができるだけでなく、音楽やゲーム、動

画を楽しんだり、買物もできます。スマホを活用したビジネスが取りざたされてもいます。反面、依存症や

電磁波、出会い系トラブルなどの心配もあり、付き合い方には悩むところ。あなたはどうしていますか？ 
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第 4回 市民のプラットホーム   2018年 8月 10日（金）13：30～15：30ルピア会議室 

      

                  

             
 

 
 

                            

 

 

佐野泰道さんプロフィール： 
2005 年より「あきる野ゴミ会議」市民メンバー。2007 年「西秋川衛生組合ごみ処理施設建設基本計画
（中間報告）」に対して意見書を提出。2009年「西秋川衛生組合ごみ処理施設基本計画（ガス化溶融炉）
の再検討を求める陳情書」を連名で提出。『あきる野市民白書』に「増えつづけるゴミの量」の題で論稿
掲載。あきる野市のゴミ問題に関し、提言活動を続けている。 

 

 

市民のプラットホームだより 
 

スマホとどうつきあいますか？ 

                 

 

 

      

  

＜T さん・男性＞ 

子どもは、ずっとスマホを見ている  

 

 

 

 

依存症は？ 
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も上の子は中 3 まで、下の子も小 6 までさせな

いで育てました。上の息子にスマホを持たせた

のは高校入学時で、「１００％の子がスマホを持

っている」と言ってきたためです。現在、彼は常

にスマホ画面を見つめているような状況です。

ライン、ユーチューブ、ゲーム…。「体験を大切

に」と思って育てたつもりですが。  

先日、その息子がスマホでエベレスト登頂を

バーチャル体験できるソフトがあるというので

試したのですが、そのリアルさに驚きました。 

スマホを全否定できない時代になっています

が、道具の方が人間を引っ張っているようで、人

間関係が希薄にならないかと気になりますね。 

 

スマホとの付き合い方 

     私の場合 その２ 

 

 

 

 

 ケ－タイを持ったことがありません。連れ合

いは公衆電話が街から消えたために、数年前か

らガラケーを持つようになりました。 

私が情報を得るのは、新聞やチラシ、また集会

に参加することでも得ています。自分たちの能

力というかキャパシティからいっても、それぐ

らいがちょうどいいと思っています。 

ケータイは、1 日中持っていなくてはならない

煩わしさがあります。孫とのやりとりは電話と

FAX で十分ですし、持たない自由もあると思い

ます。 

 不便だと感じるのは、ひとつは公衆電話がな

くなったこと、もうひとつはデジタル通信が社

会的インフラとなり「HP をご覧ください」とか

「申し込みは HPより」など、デジタル社会を前

提として物事が組み立てられることが増えたこ

とです。たとえば ICAN（核兵器廃絶キャンペー

ン）のチラシにも「スマホで意思表示をしてくだ

さい」と書いてあって、スマホを持たない人間は

意思表示をしたくてもできないなあと悔しい思

いをしました。 

 3歳，4歳の孫たちがスマホに興味があって見

たがることにも危機感を覚えます。私にとって

はスマホとどう付き合うかではなく、スマホ社

会とどう付き合うのかが目下の課題。もっとデ

ジタル化したらどうなるのか想像もできません。 

 

 

 

＜A さん・T さんの連れ合い＞子どもにケイタイ

を持たせて良かったか今も葛藤がある 
 最初の T の発言に補足します。子どもにゲー

ム機を与えないで育ててきたのは、私たちの中

に作家の早乙女勝元さんのお連れ合いの「親は

覚悟をもって子育てを」との発言に共鳴したと

ころがあって、中学までは親の価値観でと思っ

たからです。それが限界にきたのが、高校生にな

った時でした。ズルッと許してしまって、これで

良かったのか、今も葛藤があります。 

＜B さん＞ 「HP を見て」という呼びかけと「冷

房を使いましょうという呼びかけ」 

さきほど、ケ-タイを前提の社会になっている

というお話がありました。同感です。それに加え

て、最近の猛暑続きに、市役所の無線放送やテレ

ビが連日「適切に冷房を使うようにしましょう」

と注意を促していますが、そもそもクーラーの

ない家はどうするのでしょう、誰もがクーラー

を購入できるわけではありません。同じ問題だ

と思いました。 

 
 

＜I さん・女性＞ 

スマホではなく、「スマホ社会」と 

どう付き合うか 

 

みんなで話そうコーナー 
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スマホの電磁波、気にしていますか？ 

＜C さん＞電磁波に敏感だと… 

子どもたちは自然の中で育ってほしいと思っ

て、子育てしてきました。けれど、現代の子ども

たちは、スマホで世の中につながっているので

す。私はとても電磁波に過敏なので、「お母さん

は Wi-Fi があると大変だから、いっしょに住め

ないね」と言われてしまいました。 

電磁波のことを考えると、赤ちゃんには持た

せたくないです。過金システムや出会い系サイ

トの危険もあるし、ライン（LINE）からこぼれ

落ちてくる子もいっぱいいますね。 

＜Dさん＞幼児の生活空間でのスマホ使用を

規制する国もある。 

 電磁波について少し話をさせてください。僕

は現在 36歳ですが、16歳の時からケータイを持

っていて、暇さえあればケータイで電話をして

いました。今思うとほとんど依存症でした。とこ

ろが 2010年頃、ケータイで電話をするとひどい

頭痛に襲われるようになりました。科学的根拠

がないとか気のせいだとか言われたのですが、

毎日がきつくて山に避難した時に、40 代になっ

て発症したドイツ女性がいるという話を聞き、

電磁波に過敏な人間がいるのは事実だと確信し

ました。こんな風にならなかったら、バリバリで

ケータイを使っていたと思います。 

 電磁波過敏症は、化学物質過敏症を併発しや

すいと言われています。小さな子どもが生活す

る場に電磁波が飛び交うのは大問題で、アメリ

カ、イギリス、フランス等多くの国で規制があり

ます。人体にどの程度の影響があるかを測定し

た SAR値（下コラム参照）が参考になります。 

＜E さん＞デジタル化進む学校 

 中学で教師をしていますが、子どものデジタ

ル環境ということで言えば、今の学校はコンピ

ューター化することに対しては予算がつくこと

が多く、様々な機器が入ってきています。 

〇関連発言：保育士の負担軽減ということで、

突然死を防ぐセンサー導入の話を聞きました。 

＜F さん＞子どもが 1 歳の時にケータイを解

約 

 私は子どもが 1 歳の時、ケータイを止めまし

SAR（Specific Absorption Rate）とは、単位質量の組織に単位時間に吸収されるエネルギー量のこ

とで、人体がある電波を発する機器から、一定時間にどのくらいのエネルギーを受けたのかがわかります。平

成 9 年に人体に許容される電磁波の基準として「全身平均 SAR」と「局所 SAR」のふたつの基準値が定めら

れました。単位は W/kg でキログラム(kg)あたり何ワット(W)の熱エネルギーを吸収するかという単位であらわ

します。値が大きいほど人体への影響が大きいということになります。携帯電話等、人体頭部のそばで使用す

る無線機器から送出される電磁波については局所 SARを用います。 

◆ 局所 SRSの許容基準 ◆ 

平成 9年の電波防護指針に基づき、電波産業会は 平成 11年に局所 SAR に関する民間規格を定めまし

た。平成 14 年 6 月からは総務省令（無線設備規則）によって、人体側頭部のそばで使用する携帯電話端

末等に対して、電波防護指針に基づく局所 SAR の許容値（2W/kg）を満たすことが義務づけられました。電

波産業会では、この許容値は、世界保健機関（WHO）や国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）が策定し

た国際的なガイドラインと同等の値でこの値を超えたとしても人体に影響を及ぼすものではないとしています。

（サイト「携帯電磁波レポート」より） 
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た。それまでは依存症と思えるほど使っていま

した。私の親が近くにいないために、身近に頼り

になる人がおらず、子育てで分からないことが

出てくると、スマホを出して調べたり、また思う

ようにいかずイライラする時も、子育て中の人

たちの情報交流サイトで、同じような悩みを持

っているお母さんを発見して、私だけではない

と安堵したり、スマホは手放せませんでした。 

 でもその端末が 7 万円と高価なこと、通信料

も 1 ヵ月 8 千円ほど払っていることが分かり、

自分には不要だと解約しました。 

待ち合わせの時どうするのかと時々聞かれま

す。確かに駅の伝言板がなくなって、不便に思う

こともありますが、待つという時間も大事なの

ではと思っています。 

＜G さん＞情報弱者が出てきた 

 大学生の時、パソコンはこわれやすい機器で

あると講義で聞き、憑き物が落ちたように感じ

ました。記録媒体としては、再生機器が必要なデ

ータ保存は不安があると思います。公文書など

は紙で残しておくべきだと思います。スマホは

使ったことがなく、電磁波のこともこれまで考

えてきませんでした。 

ケータイの使い方が複雑になって、使いこな

せず情報弱者となる人が出てきていることも問

題です。また、デジタル機器の字が画一であるの

は嫌です。手紙は書体で人柄まで伝わります。 

＜H さん＞スマホいいことばかりではない 

今日の資料を見ても分かるように、スマホは

いいことばかりではありません。それにスマホ

に代表される効率優先の考え方自体、人間性を

損なうと思います。スマホは、子どもの柔らかな

脳に入り込み、依存症で苦しむ結果をもたらす

場合もあります。 

＜I さん＞一人暮らしでスマホをはじめる 

事情があって一人暮らしを始めた時、電話を

引くのではなく、スマホとタブレットで代用す

る生活に切り換えました。趣味用にパソコンを

使っていたのですが、今はそれらで済んでいま

す。使うのは電話、メール、写真が主です。 

 また、僕の経験では、子育て時に親がいっしょ

に遊ぶ、工作をするなど時間をともにすること

で、子どももアナログ人間に育つと思います。 

＜J さん＞スマホと上手につきあっていきたい 

今日のみなさんの発言を聞いて、スマホの持

っている負の側面、とりわけ電磁波の危険性に

ついてとても勉強になりました。 

私自身は、「ほど良い距離で」と自分では思っ

ていますが、スマホを使っています。なくてもい

いけど、持っていると楽しいし便利。前に「保育

園落ちた、日本死ね」という子育て中のお母さん

のネットへの発信が、大きなうねりになったこ

とがありました。スマホはこれまで発信ツール

がなかった人の有力な武器にもなると思います。

幼いお子さんの近くではもちろん規制が必要で

すが、うまく付き合っていけたらいいです。（了） 

第 5回 プラットホームのお知らせ 

「魅力的な地域づくりって？」 

町内会・自治会、それとも・・・ 

日時：11月 5日（月）午後 2時～ 

場所：あきる野ルピア 産業情報室 

地域社会は大事とは言うけれど、町内

会に入る人は減ってきているし、その支え
手は高齢化してきています。さて、魅力的
な地域づくりはどうしたらいい？市役所の
方からお話を伺って考えてみませんか？ 


